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１ まえがき  
近年、楽曲推薦技術の重要性はますます高

まっている。我々はインターネットを通して

大規模楽曲データベースにアクセスできる

ようになったが、その中から好きな楽曲を見

つけるのは容易ではない2)。そこでユーザの

好みを考慮したコンテンツ推薦システムを

検討している。そのために今回は推薦システ

ムの精度を上げたいので、楽曲データを小規

模(15曲)に設定し、幅広い年齢層に受け入れ

られているビートルズの曲でモデル構築を

行っている。 
 

２ 従来の楽曲推薦 
これまでにユーザが欲するであろうコン

テンツを予測して推薦を行うシステムにつ

いては、協調フィルタリングとコンテンツベ

ースの手法が、主要な方法として広く用いら

れている。しかしながら、協調フィルタリン

グが機能するためには、多くの評価履歴デー

タが必要である。このため、推薦システムが

評価履歴をまったく持っていなかったり少

数しかもっていない場合、推薦を行うことは

極めて難しい1)。 
提案する推薦システムを実現するために

は、変数間の複雑な関係を表現するモデル構

築が重要な鍵となる。 

  これらの関係は不確実性が高いため、確率的な

モデル化が適していると考えられる。 
 
３ ベイジアンネット 
 ベイジアンネットとは、変数間の複雑な依存

関係を表すためにグラフ構造を利用し、依存関

係のある変数間の条件付確率を局所的に定義

していった非循環有向グラフで表す確率モデ

ルである。確率変数をノードで表し、これらの

間の依存関係を非循環の有向リンクで表して

いる。ベイジアンネットワークが表現する確率

分布はノード集合とグラフ構造と各ノードに

割り当てられる条件付確率表(CPT)によって

定義される3)。 
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図１ 評価構造の仮説 
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現在では、ベイジアンネットを利用してコン

ピュータの故障診断、迷惑メールのフィルタ

リング、マーケティングなどに応用されてい

る。 
 
４ ユーザ嗜好モデルの構築 
４.１ モデル構築方針 
 ベイジアンネットを用いてユーザの嗜好を

モデル化する場合、ユーザ情報、コンテンツ

情報、ユーザの評価情報、状況情報の間の依

存関係をモデル化する必要がある。 
今回は学習用データへの適合性を評価しなが

ら依存関係を探索する方法を取ることとし

1)、図１のような評価構造を用いた。この評

価構造は、ユーザのコンテンツ評価が、コン

テンツに対する感じ方によって決まり、感じ

方はユーザ属性、状況属性、態度属性によっ

て決まるということを意味している。 
４.２ データ 
 学習用データは、アンケート調査によって

収集した。 
１) 被験者数：１００人 
２) 作品数：１５曲(ビートルズ) 
３) 音楽評価値：被験者に１５作品提示し評

価させた。 
４) 調査項目： 

（A） ユーザデモグラフィック・ライフ

スタイル属性5)：年齢、通学方法、

新商品にはめがない、対人関係に

気を使う、休日の過ごし方 など 
（B） ユーザの音楽に関する態度属性： 

音楽選択時の重要項目、ジャンル

選好度合、音楽を聞く目的(泣きた

い、テンションを上げたい疲れを

癒したい) など 
（C） 状況属性：楽曲(ビートルズ)を聞

いた場所、時間帯、誰と聞きたい

か など 

  (D)   印象属性（5 段階評価）：楽曲の印 

象(旋律が美しい、印象に残る、歌

詞が壮大、バンド演奏、コーラス) 

楽曲を聞いた時の気持ち(悲しい、

テンポが良い、歌いやすい、踊りた

くなる、友人と聞きたい)全体の印

象(感動、泣ける、明るくなる、笑

顔になる、思い出が甦る、もう一度

聞きたい) など 

(F)   音楽に関する総合評価(5段階評価) 

 

５ 今後の予定 
 ベイジアンネットを利用し以下の手順でモ

デル構築を行う。①データ加工 ②属性をグ

ループ分け ③部分的にモデル構築 ④全体

のモデル構築 ⑤モデルの検証  
 総合評価に強く影響する変数を抽出するこ

とが重要である。より良い変数を抽出するた

めに評価グリッド法を使って調査を行ってい

る4)。今後はユーザからの重要変数を用いて

モデルを構築していきたい。 
 また推薦システムの設計と実装を行った

後、実際に使用してもらい、評価を行いたい。 
状況を考慮しユーザを満足させる推薦結果を

出すことが目標である。 
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